
近
畿
地
方
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
三
十
回
） 

 
 

「
明
日
香
・
大
原
の
里
」 

 

・
明
日
香
・
大
原
の
里
は
旧
飛
鳥
村
東
部
に
位
置
す
る
今
の
奈
良
県
明
日
香
村
小
原

お
お
は
ら

だ
と
い
わ
れ
、
万
葉
集
に
は
次
の
歌
が
詠
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

「
志 し

貴 き

皇
子

の

み

こ

の
御
歌
一
首
」 

１
） 

大
原
の 

こ
の
い
ち
柴 し

ば

の 

い
つ
し
か
と 

我
が
思
ふ
妹 い

も

に 
今
夜

こ

よ

ひ

逢
え
る
か
も 

 
 

 
 

巻
四―

五
一
三 

（
解
説
） 

・
大
原
の
こ
の
茂
り
に
茂
っ
た
い
ち
柴
で
は
な
い
が
、
い
つ
逢
え
る
か
早
く

逢
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
あ
な
た
に
今
夜
と
い
う
今
夜
は
巡
り
あ
っ
た
ね
。 

〇
い
ち
柴
の
「
い
ち
」
と
は
植
物
に
冠
し
て
そ
の
繁
茂
を
ほ
め
る
こ
と
を
言

う
。「
柴
」
は
山
野
や
道
端
な
ど
の
日
あ
た
り
の
よ
い
土
地
に
は
え
る
多
年
草
。 

〇
題
詞
の
「
志
貴
皇
子
」
は
第
三
十
八
代
天
皇
・
天
智
天
皇
の
第
七
皇
子
。 

２
） 

大
原
の 

古 ふ

り
に
し
郷 さ

と

に 

妹 い
も

を
置
き
て 

わ
れ
寝 い

ね
か
ね
つ 

夢 い
め

に
み
え
こ
そ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
者
・
未
詳 

 

巻
十
一―

二
五
八
七 



（
解
説
） 

・
古
び
た
大
原
の
里
に
妻
を
置
い
て
来
て
、
私
は
寝
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

せ
め
て
夢
の
中
で
見
え
て
欲
し
い
。 

・
明
日
香
宮
よ
り
藤
原
京
に
遷
っ
た
後
、
古
き
都
の
こ
と
を
詠
っ
た
歌
で
あ
る
。 

 
 

（
参
考
文
献
）
新
潮
日
本
古
典
集
成
「
万
葉
集
」・
日
本
古
典
文
学
大
系
「
万
葉
集
」
等 

（
写
生
地
）
古
い
歴
史
を
有
し
飛
鳥
大
仏
で
有
名
な
飛
鳥
寺
（
現
安
居
院
）
か
ら
東
南

へ
約
２
キ
ロ
先
に
飛
鳥
坐

あ
す
か
に
い
ま
す

神
社

じ
ん
じ
ゃ

が
あ
る
。
こ
の
神
社
の
右
横
の
登
り
坂
を
上
る
と
、

視
界
が
開
け
里
山
の
風
景
が
広
が
る
。
か
っ
て
の
「
大
原
」
今
の
明
日
香
村
・
小
原
の

集
落
で
あ
る
。
こ
の
集
落
風
景
を
西
側
下
か
ら
描
く
。（
池
田
杏
花
） 

 


